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題
「
三
社
燈
籠
万
人
講
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
お
そ
ら
く
文
政
年
間
に
、
河
内
国
交
野
郡
田
口
村
（
現
在
の
大
阪
府
枚
方
市
田
口
）
の
杉
澤
作
兵
衛
が
講
元
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
三
社
託
宣
信
仰
の
講
的
組
織
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
活
動
は
、
伊
勢
神
宮
、
春
日
大
社
、
石
清
水
八
幡
宮
の
三
社
へ
の
大
灯
籠
の
寄
進
、
太
々
神
楽
の
奉
納
、
代
参
派
出
、
参
詣
街
道
の
補
修
や
橋
の
建
設
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
三
社
燈
籠
萬
人
講
』（
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
）
は
、
講
員
を
広
く
勧
誘
す
る
た
め
に
杉
澤
が
起
草
し
た
、
い
わ
ば
講
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
杉
澤
作
兵
衛
や
三
社
灯
籠
万
人
講
に
関
す
る
記
述
で
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
鷲
山
恭
平
『
報
徳
開
拓
者　
安
居
院
義
道
』（
大
日
本
報
徳
社
、
一
九
五
三
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
農
村
復
興
を
目
指
す
民
間
の
自
立
的
な
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
の
報
徳
社
の
初
期
設
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
安
居
院
義
道
（
庄
七
）（
一
七
八
九
―
一
八
六
三
）
の
生
涯
と
活
動
を
、
安
居
院
の
遺
物
な
ど
に
拠
り
な
が
ら
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
安
居
院
は
、
相
州
大
山
（
現
在
の
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
）
の
阿
夫
利
神
社
の
権
大
僧
都
密
正
院
藤
原
秀
峰
法
印
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
養
子
先
の
穀
物
商
の
財
産
を
放
蕩
し
た
後
、
二
宮
尊
徳
（
一
七
八
七
―
一
八
五
六
）
の
噂
を
耳
に
し
て
、
尊
徳
が
日
光
仕
法
を
行
っ
て
い
た
野
州
桜
町
（
現
在
の
栃
木
県
真
岡
市
）
の
陣
屋
を
訪
れ
、
尊
徳
の
風
呂
番
な
ど
を
し
な
が
ら
、
尊
徳
の
会
話
を
耳
に
し
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た
り
、
報
徳
仕
法
の
書
類
の
書
写
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
郷
里
に
戻
り
、
米
の
元
値
商
な
ど
を
し
な
が
ら
、
あ
る
日
「
一
家
を
廃
し
て
萬
家
を
興
す
」
の
豪
語
を
唱
え
、
飄
然
と
郷
里
を
去
っ
て
、
畿
内
各
地
を
巡
り
、
そ
の
な
か
で
杉
澤
作
兵
衛
と
出
会
い
、
三
社
燈
籠
万
人
講
の
熱
心
な
信
者
と
な
り
、
杉
澤
の
晩
年
に
は
、
弟
の
浅
田
有
信
（
勇
次
郎
）（
一
七
九
六
―
一
八
五
一
）
と
共
に
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
。
安
居
院
は
、「
三
社
燈
籠
万
人
講
」
の
講
員
を
勧
誘
す
る
た
め
に
、
畿
内
の
み
な
ら
ず
、
近
江
・
伊
賀
・
伊
勢
、
三
河
・
遠
州
な
ど
を
廻
っ
た
。
と
り
わ
け
、
遠
州
浜
松
の
石
田
村
で
は
、
敬
神
家
の
神
谷
与
平
治
と
出
会
い
、
三
社
燈
籠
万
人
講
の
勧
誘
に
加
え
て
、
難
村
復
興
の
手
段
と
し
て
尊
徳
の
思
想
や
仕
法
を
教
授
し
、
同
時
に
畿
内
巡
回
中
に
習
得
し
た
先
進
的
な
農
耕
技
術
（
稲
の
正
条
植
、
苗
代
の
短
冊
形
、
播
種
の
薄
蒔
、
疎
植
、
種
の
選
種
、
深
耕
、
虫
害
予
防
の
鯨
油
使
用
な
ど
）
を
伝
授
し
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
遠
州
で
最
初
の
報
徳
社
と
な
る
「
下
石
田
報
徳
社
」
の
設
立
に
関
っ
た
。
そ
の
後
、
報
徳
社
は
安
居
院
の
努
力
な
ど
で
静
岡
県
（
と
く
に
駿
河
・
遠
江
）
を
中
心
に
広
く
普
及
し
た
（
以
下
、
柴
田
周
二
「
報
徳
の
伝
道
者
た
ち
」『
京
都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
三
年
、
参
照
）。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
神
谷
与
平
治
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
下
石
田
報
徳
連
中
の
規
約
に
は
、
縄
綯
い
等
に
よ
る
勤
労
と
節
倹
に
よ
る
日
掛
積
金
、
法
の
遵
守
、
敬
神
、
一
家
和
合
、
道
路
普
請
な
ど
の
社
会
的
奉
仕
、
入
札
に
よ
る
無
利
息
年
賦
貸
（
皆
済
後
一
年
賦
分
支
払
い
）、
月
々
参
会
（
常
会
）
に
お
け
る
耕
作
技
術
を
中
心
と
す
る
談
合
の
開
催
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
「
三
社
燈
籠
万
人
講
永
代
太
々
御
神
楽
金
元
仕
立
帳
」（
報
徳
連
中
）
に
は
、
与
平
治
ら
八
人
の
世
話
人
が
二
十
五
両
ず
つ
、
二
百
両
を
八
分
利
子
で
利
子
増
殖
し
、
神
楽
奉
納
の
費
用
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
遠
州
報
徳
連
中
と
万
人
講
の
深
い
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
以
降
の
報
徳
運
動
が
、
な
ぜ
、
尊
徳
が
仕
法
を
行
っ
た
関
東
地
方
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
静
岡
県
を
中
心
に
発
展
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
原
口
清
「
報
徳
社
の
人
々
」（『
日
本
人
物
史
大
系
』
第
五
巻　
近
代
Ⅰ　
朝
倉
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
以
来
、
伊
勢
講
や
農
業
技
術
の
伝
授
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
農
業
神
と
し
て
の
伊
勢
神
へ
の
信
仰
を
基
礎
と
す
る
伊
勢
講
（
太
々
講
）
は
、
室
町
時
代
か
ら
各
地
に
存
在
し
、
農
業
知
識
の
伝
授
や
農
耕
の
手
引
き
と
な
っ
た
伊
勢
暦
を
配
布
し
た
り
、
参
宮
の
旅
費
を
積
み
立
て
て
代
参
な
ど
を
行
う
相
互
扶
助
的
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
安
居
院
は
、
こ
う
し
た
講
的
組
織
を
活
用
し
な
が
ら
、
三
社
信
仰
と
報
徳
思
想
が
混
合
し
た
説
話
を
行
い
、
尊
徳
の
思
想
や
畿
内
巡
回
中
に
修
得
し
た
先
進
的
な
農
耕
技
術
を
教
示
し
、
農
業
指
導
の
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、
報
徳
社
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
・
春
日
大
社
・
石
清
水
八
幡
宮
の
三
社
を
巡
る
万
人
講
の
企
画
は
、
安
居
院
の
没
後
も
各
報
徳
社
や
後
の
大
日
本
報
徳
社
に
お
い
て
継
承
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
も
存
続
し
た
。
報
徳
社
の
結
社
と
普
及
が
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
間
の
自
立
的
結
社
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
三
社
燈
籠
万
人
講
の
組
織
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
報
徳
社
の
形
成
基
盤
を
知
る
上
で
有
益
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鷲
山
が
典
拠
と
し
た
安
居
院
の
三
社
灯
籠
万
人
講
に
関
す
る
遺
物
の
存
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
134
次
に
、
杉
澤
作
兵
衛
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
旧
『
枚
方
市
史
』（
枚
方
市
役
所
、
一
九
五
一
年
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
作
兵
衛
が
、
そ
の
活
動
に
よ
り
田
口
村
な
ど
の
領
主
で
あ
っ
た
久
貝
因
幡
守
正
典
か
ら
書
を
賜
っ
た
こ
と
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
大
石
灯
籠
の
材
料
を
現
地
に
運
び
、
そ
の
組
み
立
て
に
か
か
ろ
う
と
す
る
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
十
月
八
日
に
作
業
現
場
で
往
生
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
作
兵
衛
が
伊
勢
神
宮
や
春
日
大
社
へ
の
参
詣
街
道
に
建
設
し
た
常
夜
燈
は
、
現
在
も
奈
良
市
奈
良
阪
（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
建
立
）、
松
阪
市
上
川
（
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
建
立
）、
木
津
川
市
八
後
（
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
建
立
）
の
、
三
つ
が
現
存
す
る
。
し
か
し
、
石
清
水
の
大
灯
籠
は
そ
の
所
在
が
明
確
で
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
枚
方
市
田
口
に
あ
る
杉
澤
本
家
で
は
、
近
隣
の
八
幡
市
の
円
福
寺
で
開
催
さ
れ
る
万
人
講
の
と
き
に
、
杉
澤
家
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
伝
承
が
あ
る
。
円
福
寺
は
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗
の
修
行
道
場
で
あ
り
、
毎
年
、
四
月
二
十
日
と
十
月
二
十
日
に
、
一
般
人
に
も
門
戸
を
開
き
、
簡
単
な
食
事
を
ふ
る
ま
う
万
人
講
が
催
さ
れ
て
い
る
。
円
福
寺
で
こ
の
行
事
が
い
つ
か
ら
ど
う
い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
院
に
残
さ
れ
た
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
の
古
文
書
に
「
万
人
講
」
の
文
字
が
出
て
く
る
。
杉
澤
作
兵
衛
の
故
郷
で
あ
る
田
口
村
は
、
円
福
寺
の
修
行
僧
が
托
鉢
に
廻
る
圏
内
に
あ
り
、
現
在
で
も
円
福
寺
周
辺
の
旧
家
を
中
心
に
万
人
講
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
杉
澤
作
兵
衛
の
三
社
燈
籠
万
人
講
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
最
後
に
、
杉
澤
作
兵
衛
や
万
人
講
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
渡
辺
國
雄
『
神
道
思
想
と
そ
の
研
究
者
た
ち
』（
渡
喜
、
一
九
五
七
年
）
の
中
に
「
三
社
託
宣
信
仰
の
普
及
に
伴
ふ
講
の
発
達
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
回
、
翻
刻
し
た
文
書
の
一
部
を
翻
刻
引
用
し
な
が
ら
、
他
の
文
書
も
参
考
に
し
て
、
三
社
燈
籠
万
人
講
の
趣
旨
と
組
織
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
、
実
父
の
河
野
省
三
博
士
が
収
集
さ
れ
た
『
三
社
燈
籠
萬
人
講
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
本
文
を
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
氏
の
書
物
に
は
、「
三
社
燈
籠
万
人
講
世
話
人
附
」
二
点
（
そ
の
一
点
は
後
出
の
「
挿
入
文
書
Ⅰ
」
に
該
当
す
る
）
が
翻
刻
さ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
浅
田
勇
次
郎
」
が
「
専
次
郎
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
翻
刻
上
の
違
い
や
、
文
書
の
つ
な
が
り
解
釈
の
疑
問
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
三
社
燈
籠
萬
人
講
』
の
全
体
は
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
の
文
書
は
、
講
の
趣
旨
や
組
織
を
述
べ
た
原
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。
本
文
書
は
、
三
社
灯
籠
万
人
講
を
広
く
民
衆
に
伝
え
る
た
め
に
版
木
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
に
は
、
神
社
な
ど
の
平
易
な
文
字
に
も
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に
は
、
二
枚
の
他
の
文
書
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（「
挿
入
文
書
Ⅰ
、
Ⅱ
」）。
そ
の
う
ち
「
挿
入
文
書
Ⅱ
」
は
、
浅
田
勇
次
郎
に
よ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
浅
田
勇
次
郎
の
活
動
や
能
筆
ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
、
裏
表
紙
見
返
し
に
も
、
浅
田
勇
次
郎
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
さ
れ
た
も
の
が
三
社
灯
籠
万
人
講
の
原
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
、
ひ
い
て
は
自
立
的
結
社
と
し
て
の
報
徳
社
の
起
源
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
末
尾
に
、
こ
の
文
書
を
収
集
さ
れ
た
河
野
省
三
博
士
の
簡
単
な
紹
介
と
文
書
の
書
誌
お
よ
び
凡
例
を
記
し
て
お
く
。
河
野
省
三
博
士
（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）
は
、
國
學
院
大
學
出
身
者
と
し
て
初
め
て
学
長
を
務
め
た
著
名
な
神
道
学
者
で
あ
り
、
國
學
院
で
教
を
と
る
傍
ら
、
実
家
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の
埼
玉
県
玉
敷
神
社
宮
司
を
務
め
た
。
著
書
に
『
国
民
道
徳
要
論
』『
神
道
の
研
究
』『
国
学
の
研
究
』『
国
体
観
念
の
史
的
研
究
』『
神
道
文
化
史
』『
日
本
精
神
発
達
史
』
『
国
学
史
の
研
究
』『
旧
事
大
成
経
に
関
す
る
研
究
』『
近
世
神
道
教
化
の
研
究
』『
神
道
研
究
集
』
な
ど
が
あ
り
、
特
に
国
民
道
徳
の
研
究
で
は
、
国
家
神
道
と
は
異
な
る
民
衆
の
間
の
神
道
信
仰
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
柳
田
國
男
と
の
神
道
私
見
論
争
は
有
名
で
あ
る
。
博
士
が
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
文
献
は
、
博
士
の
没
後
、
國
學
院
大
學
の
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
と
し
て
集
め
ら
れ
、
目
録
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
河
野
省
三
記
念
文
庫
目
録　
和
装
本
之
部
』
錦
正
社
、
一
九
九
三
年
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
し
た
『
三
社
燈
籠
万
人
講
』
は
、
目
録
の
「
近
世
編
・
二
神
祇
・
1
神
道
・（
二
）
諸
家
神
道
・（
3
）
吉
田
神
道
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。『
三
社
燈
籠
万
人
講
』
の
別
の
版
本
の
一
部
は
、
古
書
店
北
さ
ん
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
和
本
江
戸
文
政
期
社
会
奉
仕
活
動
結
社
『
三
社
燈
籠
万
人
講
』
一
冊
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
書
は
、
先
述
の
文
庫
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
國
學
院
大
學
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
明
で
あ
っ
た
。
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
『
神
道
思
想
と
そ
の
研
究
者
た
ち
』
の
著
者
で
あ
る
渡
辺
國
雄
氏
は
博
士
の
次
男
で
あ
る
。（
文
責
柴
田
）
付
記翻
刻
文
の
最
後
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
「
三
社
灯
籠
万
人
講
」
の
木
札
の
写
真
（
表
・
裏
）
を
掲
載
し
て
お
く
。
商
品
説
明
に
よ
る
と
、
木
札
の
サ
イ
ズ
（
約
）
は
、（
最
大
）
縦
一
二
・
七
×
横
一
〇
・
厚
さ
三
×
一
・
三
cm
、
重
さ
六
八
ｇ
と
な
っ
て
い
る
。（https://aucview
.aucfan.com
/yahoo/g150117067/
）
132
書
誌【所
蔵
】
國
學
院
大
學
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
（
和
装
本
之
部　
四
〇
八
）
【
刊
写
】
刊
【
巻
冊
】
一
冊
【
外
題
】
三
社
燈
籠
萬
人
講
【
装
訂
】
袋
仮
綴
【
表
紙
】
共
表
紙
【
寸
法
】
縦
二
四
・
七
×
横
一
七
・
〇
糎
【
丁
数
】
七
丁
【
奥
書
】
干
時
文
政
十
丁
亥
年
五
月
吉
日
【
備
考
】  
一
丁
表
に
「
挿
入
文
書
Ⅰ
」（
木
版
一
枚
摺 
縦
一
六
・
五
×
横
五
二
・
〇
糎
）
七
丁
裏
に
「
挿
入
文
書
Ⅱ
」（
手
書 
縦
二
四
・
〇
×
横
一
四
・
五
糎
）
あ
り
凡
例
イ　
用
字
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
。
ロ　
お
ど
り
字
（
々
・
ゝ
・
ヽ
・
〳
〵
）
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。
ハ　
  
変
体
仮
名
を
助
詞
に
用
い
た
場
合
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
　
　
而
（
て
）・
江
（
え
）
は
小
文
字
で
示
し
た
。
　
　
者
（
は
）・
茂
（
も
）・
与
（
と
）・
ゟ
（
よ
り
）
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
ニ　
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。
ホ　
虫
損
等
で
判
読
不
能
な
箇
所
は
、
字
数
が
判
明
す
る
場
合
は
、
そ
の
字
数
に
相
当
す
る
□
を
記
し
、
ま
た
、
字
数
が
不
明
の
場
合
は
﹇ 
﹈
で
示
し
た
。
へ　
丁
う
つ
り
は
、（
丁
数
・
オ
／
ウ
）
と
表
記
し
た
。
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【
表　
紙
】
三
社
　
萬　
人　
講
燈
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
表
紙
オ
﹈
　
　
三
社
江
太
々
御
神
楽
奉
献
シ
候
定
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年
　
八
幡
大
菩
薩　
　
　
　
　
　
三
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
天
照
皇
太
神
宮　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
春
日
大
明
神　
　
　
　
　
　
三
月
十
二
日
一　
  
私
、
先
年
、
神しん
じ
ゃ社
江
立りう
願ぐハん
之
相
立
候
所
、
以
二
御
蔭かげを
一
心しん
願ぐハ
んも
成じやう
じ
う就仕
候
事
、
誠まことニ
難がたきレ
有あり
御
事
ニ
御
座
候
。
随
而
此
御
返へん
れ
い禮
奉
献
度
候
得
共
、
自じ
力りき
ニ
難がたきレ
及および候
間
、
何なに
と
ぞ卒
御
他た
力りき
之
程
、
奉
希
候
。﹇
表
紙
見
返
し
﹈
　
　
　
講
元
　
　
　
　
河
州
交
野
郡
田
口
村
　
　
　
　
　
　
　
杦
澤
作
兵
衛
（
印
）
れ（本文
マ
マ
）
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此
帳
面
ニ
重をも
世せ
話わ
方かた
名な
前まへ
書かき
記しるし
可
申
儀
ニ
候
得
共
、
諸しよ
こ
く國
ニ
廣ひろ
き
事
故
、
書
記
不
申
。
尤
も
っ
と
も、
其
方ほう
々〳〵
ニ
而
御
信しん
心じん
之
御
方
、
講こう
内うち
御
世
話
御
頼
申
上
候
。
先
帳
面
ニ
ハ
講
元
□（「五
」ヵ
）人
之
名
□
（「
前
」ヵ
）ニ而
御
座
候
。
此
儀
御
断
こ
と
わ
り
申
上
候
。﹇
一
丁
オ
﹈
一　
  
此
度
、
三
社
燈とう
□
（「
篭
」ヵ
）万
人
□
（「
講
」ヵ
）取
結
ひ
申
候
間
、
御
信
心
之
輩
、
御
加
入
可
被
下
。
尤
、
御
太
儀
ニ
は
御
座
候
得
共
、
月
毎
ニ
鳥
目
十
銅
宛
御
懸
被
下
、
右
拾
銅
之
以
二
懸
銭
一
、
三
社
江
高
サ
弐
丈
三
尺
余
之
石
燈
篭
奉ほう
け
ん献
仕
、
猶
、
今
日
御
影かげ
之
御
恩おん
徳とく
を
送おく
ら
ん
為
二
、
昼ちう
夜や
燈
奉
レ
捧さゝ
げ并
三
社
江
永
代
太だい
〳
〵々
御
神か
楽ぐら
を
献けんじた
て
ま
つ
り
、
猶
亦
、
三
社
江
講
中
一
統とう
為
、
御
祈き
祷とう
之
両
人
宛ツヽ
月くわ
つ
さ
ん参
仕
、
其その
餘よ
過
銀
二
而
、
諸
し
や
う
ほ
う方
悪あ
敷しき
所ところ
普ふ
請しん
仕
度
心しん
願ぐハ
んニ
御
座
候
間
、
何なに
と
ぞ卒
、
各
様
方
被
仰
合
、
御
心こゝろ
厚あつ
く
御
加
入
可
被
下
候
。﹇
一
丁
ウ
﹈
一　
  
御
加か
入にう
之
講
中
江
印
札
壱
枚
宛
御
渡
し
申
候
。
然
ニ
印
札
表おも
てニ
三
社
と
書かき
記しるし
御
座
候
間
、
太たい
切せつ
ニ
可
被
成
。
尤
、
印
札
貸かし
か
り借
致
間
敷
候
。
猶
又
、
講
中
多
人
数
之
事
故
、
諸
方
講
中
内
ニ
而
、
御
信
心
之
人
を
世
話
人
と
相
頼たのみ
申
候
。
尤
、
其
方
々
講
中
丈
□
（「
ヶ
」ヵ
）之
儀
は
、
御
世
話
可
被
成
下
。
印
札
ハ
講
中
人ひと
数かず
丈たけ
ヲ
世
話
人
江
相
渡
申
候
間
、
御
加
入
之
其
人
を
見
定
、
印
札
御
渡
し
可
被
下
候
。
一　
  
太
々
御
神
楽
、
例
年
三
月
十
七
日
ニ
奉
献
候
間
、
御
参
詣
之
方
々
、
御
出
□
□
□
勝かつて
□
（「
手
」ヵ
）□
十
六
日
夜
ニ
お
ば
た
宿やど
御ご
本ほん
ぢ
ん陣
、﹇
二
丁
オ
﹈
野の
呂ろ
久
兵
衛
□
□
端
屋
□
（「
藤
」ヵ
）
兵
衛
、
右
両
所
江
御
着つき
可
被
成
。
猶なお
□
（「
亦
」ヵ
）、
□
□
之
席
、
御おん
師し
御
泊とま
り
五
十
人
と
相
定
、
□
（「
其
」ヵ
）方
々
重
世
話
人
并
御
信
心
之
方
々
御
泊
り
可
被
成
。
其
外
は
御
銘
々
之
御
勝
手
ニ
御
座
候
。
尤
、
前せん
夜や
お
ば
た
の
宿
ニ
而
御
師
泊
り
之
御
人
を
相
究きわめ
可
申
。
猶
又
、
御
師
ニ
而
一
日
一
夜
御
泊
□
（「
り
」ヵ
）雑ざう
や
う用
は
壱
人
前
ニ
五
匁
と
相
極きわめ
置をき
、
尤
、
茶ちや
料りやう
□
御
心こゝろ
持もち
次
第
。
道
中
筋
并
御
師
泊
り
ハ
銘めい
々〳〵
雑
用
に
御
座
候
。
一　
  
右
、
印
札
は
三
社
江
参
宮
道
中
筋
、
御
壱
人
ニ
壱
枚
ツ
ヽ
﹇
二
丁
ウ
﹈
御
持ぢ
参さん
可
被
成
。
尤
、
太
々
御
神
楽
之
席せき
、
印
札
御
持
参
無
之
方
は
、
多た
人にん
数じゆ
之
事
故
、
無なく
二
餘よ
儀ぎ
一
御
断
申
候
間
、
左
様
御
心
得
可
被
下
。
尤
、
宿
札
目
印
ニ
而
休やすみ
御
泊
可
被
成
。
此
印
札
持
な
□
（「
か
ら
」ヵ
）□外ほか
宿やど
ニ
御
泊
り
堅
致
間
舗
候
。
或
は
道
中
筋
、
亦
は
宿
屋
ニ
而
猥
み
だ
り
成
儀
は
万
事
御
慎
つ
ゝ
し
み
可
被
成
候
。
右
印
札
ハ
三
社
廻めぐ
り
、
猶
又
、
三
社
燈
篭
□
（「
石
」ヵ
）挽ひき
并
相
建たて
候
節
、
多
人
数
之
事
故
、
印
札
御
持
参
可
被
成
。
其
外
、
私
用
ニ
持もち
扱あつか
ひハ
決けつ
し
て
而
無
用
ニ
御
座
候
。
尤
、
印
札
貸
借
は
勿もち
論ろん
、
自じり
き力
之
取
□
（「
計
」ヵ
）被
致
□
□
は
講
元
并
講
中
惣
代
相
談
之
上
ニ
而
、
其
﹇
三
丁
オ
﹈
向
□
（「
々
」カ
）世
話
人
方
江
取
戻もど
シ
□
（「
万
」ヵ
）人
講
無
二
是せ
ひ非
一
御
断
申
候
。
依
之
、
印
札
御
渡
之
節
、
得とく
とと
御
調しらべ
之
上
御
渡
可
被
下
候
。
一　
  
乍
御
太
儀
、
月つき
ご
と毎
ニ
拾
銅
宛ヅヽ
御
懸かけ
被
可
下
。
尤
、
掛
銭
は
月
毎
成なり
共とも
、
壱
ヶ
年ねん
ぶ
ん分
成
共
、
□
□
□
□
之
御
心
任まか
せニ
而
、
諸
方
世
話
人
江
御
取
集
置
可
被
下
。
又
、
幾
年
も
之
懸かけ
切きり
は
講こう
不ふ
相そう
ぞ
く続
之の
基もと
いと
も
可
相
成
候
様
奉
存
候
故
、
此
儀
御
断
申
候
間
、
乍
御
面めん
だ
う倒
、
年
ニ々
御
掛
被
下
候
様
御
披ひ
露らう
可
被
成
候
。
猶
亦
、
此
方
江
取
集あつめ
之
儀
は
、
一
年
ニ
壱
ヶ
度
正
月
十
一
日
と
相
定さた
め、
其
向
々
講
中
内
ニ
而
御
信
心
之
御
人
を
見
う
け
、﹇
三
丁
オ
﹈
御
神しん
り
や
う慮
之
御
指さし
図づ
之
上
ニ
而
懸
銭
預
り
人
重
世
話
方
と
相
究
置
、
右
重
世
話
方
之
名な
所どこ
ろは
、
廻
く
ハ
い
文ぶん
を
以
て
追
お
つ
て
而
御
知
ら
せ
申
候
間
、
諸
方
世
話
人
其
手て
取どり
丈たけ
之
懸
銭
一
ヶ
年
分
御
調
被
下
、
若もし
哉や
、
不
寄より
之
分ぶん
有
之
候
得
は
、
御
取
替かへ
被
成
下
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候
而
、
御
壱
人
ツ
ヽ
右
当
□
重
世
話
方
へ
御
持
寄
御
渡
シ
可
被
下
。
其
席せき
ニ
而
麁そ
飯はん
進
上
申
候
。
尤
、
壱
人
前
之
酒しゅ
こ
う
と
も
肴
共
、
壱
匁
弐
分
と
何いづ
れ
ニ
而
も
相
究きはめ
置をき
申
候
。
猶
又
、
講
元
へ
取
集あつめ
之
儀
は
三
月
廿
一
日
京
都
丸
山　
　
□
（「
宅
」ヵ
）ニ
お
ゐ
て
参
會
仕
候
間
、
重
世
話
方
請
取
被
成
候
。
懸
銭
、
乍
御
苦
労
﹇
四
丁
オ
﹈
右
席
江
御
持
参
可
被
下
。
講
元
并
講
中
惣
代
参
り
請
取
可
申
候
。
尤
、
遠
方
之
事
故
、
一
二
夜
之
御
泊
り
ハ
講
元
よ
り
仕
候
。
一　
  
諸
方
、
あ
し
き
所
、
普
請
仕
候
と
て
も
、
他
之
御
力
な
ら
で
は
普ふ
請しん
成じやう
就じゆ
難がたく
相
成
候
間
、
御
信
心
之
御
他
力
并
寄き
ふ附
物
御
請
申
上
候
。
尤
、
他
力
普
請
之
義
ニ
御
座
候
間
、
諸
勧
化
差
出
御
頼
申
度
候
得
共
、
若
、
自し
然ぜん
紛
ま
き
ら
ハ
敷しき
者もの
出で
来き
候
故
、
無
是
非
、
諸
勧
化
ハ
差
出
シ
不
申
候
間
、
何
ニ
不
寄
、
御
寄
附
物
御
頼
申
上
候
。
若
又
、
勧
化
□
間
敷
儀
申
参
候
者
御
座
候
得
は
、
御
取
上
ヶ
御
無
用
。
其
方
之
世
話
人
よ
り
得
は
御
調
被
下
、
御
差さし
と
め留
可
被
成
候.
。﹇
四
丁
ウ
﹈ 
猶
亦
、
何
事
ニ
不
寄
、
講
中
へ
御
頼
可
申
儀
御
座
候
得
は
、
其
方
々
世
話
人
以
講
元
并
講
中
惣
代
、
直じき
〳
〵々
ニ
参
り
御
頼
可
申
。
其
外
、
人
傳づて
之
儀
は
御
取
上
ヶ
御
無
用
ニ
御
座
候
。
猶
又
、
講
中
并
世
話
人
、
別
段
御
世
話
御
骨ほね
お
り折
被
下
候
得
は
、
夫
々
應
お
う
じ
御
寄
附
物
并
厚あつく
御
世
話
之
御
名
前
ハ
、
三
社
燈
□
（「
筥
」ヵ
）片かた
脇わき
ニ
石
建たて
お
き置
候
□
右
御
名
前
を
彫ほり
つ
け付
申
候
。
是
、
永
代
御
家
之
御
祈
祷
ニ
相
成
申
候
。
尤
、
他
力
御
寄
附
ハ
其
方
々
重
世
話
方
、
御
差
出
シ
可
被
下
候
。
追
而
重
世
話
方
相
究
、
名
所
ハ
御
披
露
申
上
候
。
一　
  
印
札
は
、
い
ろ
は
印
ニ
致
願くわん
望もう
丈だけ
ケ
差
出
し
申
候
。
此
印
札
﹇
五
丁
オ
﹈
世
話
人
よ
り
余あま
り
、
遠ゑん
方ほう
江
御
出
し
被
下
候
得
は
、
掛
銭
御
取
集
之
節
、
猶
又
、
跡
よ
り
合
印
仕
候
節
、
御
調
之
程
御
太
儀
ニ
御
座
候
間
、
遠
方
之
所
御
世
話
ハ
御
用よう
し
や捨
可
被
成
下
候
。
猶
亦
、
印
札
若
自
然
紛ふん
じ
つ失
い
た
し
候
へ
ハ
、
其
向
々
世
話
人
よ
り
相
調
、
何
印
之
印
札
紛
失
致
候
と
、
重
世
話
方
江
早
速
御
知
ら
せ
可
被
成
。
又
、
重
世
話
方
よ
り
講
元
へ
も
早
々
御
申
出
可
被
下
候
。
一　
  
三
社
江
相
建
候
石
燈
篭
之
油
料
納
之
儀
は
、
則
す
な
わ
ち、
其
向
ニ々
而
田
畑
を
求もとめ、
此
作さく
徳とく
を
も
つ
て
、
其
向
々
之
御
師
江
一
年
之
油ゆ
料れう
弐
ヶ
度
ニ
渡
し
、
又
、
御
師
よ
り
燈
篭
守も
り
へ
は
、﹇
五
丁
ウ
﹈
月
ニ々
相
渡
シ
懈けだ
い怠
な
く
献けん
と
う燈
仕
候
様
、
講
中
内
よ
り
月
参
之
節
、
消け
燈とう
無
之
様
被
改
あ
ら
た
め
可
申
候
。
一　
  
講
中
参
詣
之
節
、
御
師
并
道
中
筋
宿
屋
之
儀
も
講
中
人
数
相
増まし
次
第
、
其
方
之
國くに
郡こほ
りニ
而
何
組くみ
〳
〵々
と
相
定
、
当
年
ハ
何
組くみ
之
太
々
、
又
、
明
年
は
何
組
之
太
々
と
平
ひ
や
う
等どう
ニ
可
相
成
様
、
組
々
を
分わけ
、
取
計
可
申
。
尤
、
年
々
何
組
々
と
相
替
候
得
共
、
講
中
惣
代
衆
ハ
年
々
御
勤つと
め
可
被
下
。
猶
又
、
諸
方
世
話
人
中
太
々
之
席
、
御
師
泊
り
并
道
中
筋
宿
ニ々
而
も
氣
を
付
、
万
事
取
締しまり
可
被
﹇
六
丁
オ
﹈
下
。
尤
、
御
師
并
道
中
筋
宿
屋
、
当
時
相
定
置
候
得
共
、
若
亦
、
御
泊
り
之
節
、
麁そ
末まつ
成
取
扱あつか
いい
た
し
候
得
は
、
早
速
断
申
、
外
江々
相
究きわめ
可
申
。
是
等
之
儀
も
、
正
月
参
會
之
節
ニ
而
御
披ひ
露ろう
申
候
。
尤
、
宿
付
道
中
記
は
追
お
つ
て
而
取
調
、
板はん
に
お
こ
し
差
出
し
申
候
。
猶
亦
、
三
社
御
神
楽
料
は
、
講
元
并
講
中
惣
代
衆
よ
り
年
々
持
参
ニ
而
参さん
け
い詣
可
仕
候
。
一　
  
城
刕
石
清
水
八
幡
宮
、
南
都
春かす
が日
大
明
神
御
祭さい
れ
い礼
之
節
、
御
渡わた
り
拝はい
見けん
場ばし
よ所
并
宿
屋
之
所
も
群くん
集じゆ
ニ
而
御
難なん
義ぎ
被
成
候
御
方
も
御
座
候
間
、
御
渡わた
り
拝
見
場
所
、
又
、
宿
屋
之
﹇
六
丁
ウ
﹈
儀
も
追
々
取
締
、
跡あと
よ
り
以
書
付
御
披
露
申
候
。
一　
  
前
文
之
通
、
御
加
入
之
其
人
江
御
読よみ
聞きかせ
被
下
候
而
印
札
御
渡
可
被
下
。
決
け
つ
し
て
而
無む
理り
ニ
御
進すゝ
メ
ハ
御
無
用
ニ
御
座
候
。
御
信
心
二
而
御
加
入
被
下
候
得
は
、
御
家
之
御
祈
祷
と
相
成
申
候
也
。
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干
時
文
政
十
丁
亥
年
　
　
　
　
　
五
月
吉
日
﹇
七
丁
オ
﹈
右
之
通
仕し
法ほう
帳
面
差
出
シ
申
候
間
、
御
加
入
之
講
中
名な
所ところ
はハ
卦けい
引びき
下した
江
御
書
可
被
下
。
尤
、
懸
銭
壱
ヶ
年ねん
ぶ
ん分
御
懸
ヶ
被
下
候
人
々
は
、
此
帳
面
之
卦
引
之
内
江
年
々
之
支
御
記しる
し
可
被
下
。
猶
亦
、
月
々
之
懸
銭
ニ
御
座
候
得
は
、
其
方
ニ々
而
別
段
御
手
帳
ニ
扣ひかへ
お
き置、
月
々
御
調しらべ
被
下
、
壱
ヶ
年
分
相
掛
り
、
都つ
合がう
相
成
候
得
は
、
右
帳
面
之
掛
引
内
江
年
々
支
御
印
可
被
下
。
尚
又
、
講
中
人
数
相
増
、
帳
面
相
つ
み
候
得
は
、
世
話
人
ニ
而
假かり
扣ひかへ
可
被
成
下
、
正
月
参
會
之
節
、
御
沙さ
た汰
被
成
候
得
は
、
別
段
帳
面
差
上
申
候
。
此
儀
、
御
断
申
上
候
。﹇
七
丁
ウ
﹈
　
　
改
後
此
帳
面
江
　
　
　
　
　
　
筆
取
御
無
用　
﹇
背
表
紙
見
返
し
﹈
「
挿
入
文
書
Ⅰ
」
　
口
上　
改
後
仕
方
帳
ニ
筆
記
御
無
用
三
社
燈
籠
万
人
講
之
儀
も
、
御
神
慮
之
御
蔭
を
以
、
遍
く
繁
栄
仕
、
大
慶
ニ
奉
存
候
。
然
處
、
講
元
心
願
□
（「
左
の
」ヵ
）
□
通
。
天
照
皇
大
神
宮
○
八
幡
大
菩
薩
○
春
日
大
明
神
、
右
三
社
へ
石
燈
籠
三
本
、
昼
夜
燈
奉
献
度
、
又
ハ
三
社
へ
大（マ
マ
）々
御
神
楽
年
々
修
行
致
度
、
猶
又
、
南
都
坂
道
普
請
、
同
般
若
寺
坂
道
普
請
、
河
刕
天
の
川
石
橋
普
請
、
京
都
東
寺
車
道
普
請
、
勢
刕
川
之
船
橋
と
も
、
万
人
講
中
、
三
社
廻
り
ハ
無
銭
越
ニ
致
度
、
外
々
講
元
心
願
ニ
付
、
氏
神
始
メ
、
諸
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方
神
々
へ
祈
誓
相
掛
候
御
恩
礼
ニ
石
燈
ろ
う
壱
本
奉
献
度
候
。
右
之
通
、
諸
方
ニ
十
二
ヶ
所
、
内
、
勢
州
燈
ろ
う
始
、
南
都
坂
道
普
請
、
河
刕
天
の
川
石
橋
普
請
、
右
三
ヶ
所
ハ
場
所
相
定
り
候
故
、
当
時
よ
り
精
々
取
懸
り
候
。
相
残
候
普
請
所
ハ
、
未
タ
場
所
不
相
極
候
故
、
先
ツ
見
合
ニ
致
置
、
右
三
ヶ
所
は
追
々
出
来
為
致
度
、
右
之
趣
、
何
れ
も
へ
御
披
露
致
置
候
間
、
御
信
心
之
御
方
ハ
宜
敷
御
頼
申
上
候
。
扨
又
、
仕
法
帳
面
ニ
掛
銭
ハ
、
月
毎
ニ
十
銅
ツ
ヽ
と
記
置
候
得
共
、
去
辰
年
、
京
都
丸
山
ニ
而
大
参
會
之
節
、
相
改
、
講
元
講
惣
代
并
諸
方
重
世
話
方
相
談
之
う
へ
、
御
神
慮
へ
御
窺
之
う
へ
ニ
而
、
何
角
御
差
図
之
通
相
守
り
候
処
、
左
之
通
。
一　
万
事
之
義
ハ
、
勢
州
始
と
し
て
相
定
メ
候
事
、
但
し
当
午
年
よ
り
取
懸
り
居
候
間
、
左
様
思
召
可
被
下
候
。
一　
此
度
、
相
改
、
壱
人
前
之
掛
銭
、
壱
ヶ
年
ニ
百
廿
四
文
宛
二
相
定
、
御
掛
被
下
候
様
、
御
頼
申
上
候
。
一　
御
信
心
二
而
御
加
入
被
下
候
御
方
ハ
、
是
よ
り
三
ヶ
年
之
間
、
御
懸
被
下
候
へ
ハ
、
い
ろ
は
之
印
を
手
ニ
入
置
候
。
尤
、
掛
越
之
義
ハ
決
而
御
断
申
上
候
。
一　
  
是
迄
御
加
入
被
下
候
御
方
ハ
、
改
之
印
を
致
置
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
、
不
相
替
、
跡
三
ヶ
年
之
間
、
御
懸
被
下
候
様
、
偏
ニ
御
頼
申
上
候
。
右
、
御
差
図
之
通
相
守
り
、
此
書
付
之
外
は
、
仕
法
帳
面
之
通
、
御
用
ひ
可
被
下
候
。
右
之
通
ニ
而
三
ヶ
年
の
懸
銭
御
承
知
之
御
方
ハ
、
勢
刕
上
川
村
、
城
刕
木
津
ト
両
所
之
札
場
へ
、
名
前
書
出
シ
度
候
間
、
御
加
入
の
御
方
ハ
、
其
向
々
重
世
話
方
へ
名
前
書
記
し
御
出
し
﹇　
　
　
﹈
義
へ
別
二
而
御
断
申
（
以
下
欠
あ
り
）
「
挿
入
文
書
Ⅱ
」
一　
  
懸
銭
之
儀
は
此
度
相
改
三
ヶ
年
分
、
三
百
七
十
二
文
ニ
而
懸
遺
事
ニ
相
定
、
以
来
懸
銭
無
之
、
前
文
之
通
。
例
年
太
々
拝
礼
出
来
候
事
故
、
右
印
札
ハ
永
代
御
子
孫
之
御
重
寶
ニ
御
座
候
。
一　
  
伊
勢
太
々
之
儀
、
明
年
午
正
月
別
段
奉
献
、
此
辺
よ
り
早
春
御
参
宮
之
節
、
御
一
統
拝
礼
出
来
旨
、
右
之
趣
御
承
知
之
上
、
御
加
入
可
被
下
候
。
尤
、
日
限
之
儀
は
、
追
て
相
定
御
案
内
可
申
上
候
。
以
上
　
　
巳
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
州
大
住
郡
蓑
毛
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
勇
次
郎
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